
事故事例１２（一般貸切）凍結路面でスリップして側壁に衝突

曜日・時間・天候 ２月２日（木 ・１６時１５分・晴）
場 所 一般道 制限速度 ５０㎞／ｈ
道路の状況 凍結 幅員６．０メートル 雪避け屋根付き道路
運 転 者 年齢５０歳 運転歴２年

乗務開始～事故発 １９０ｋｍ
生の乗務距離
損 害 重傷者１名、軽傷者２名

事故概要
当該運転者は５時に点呼を受け出庫し、乗客をスキー場２カ所へ運送を行い、休憩をと

った後に、当該乗客を迎えに１カ所目のスキー場で乗客２名を乗せ、次のスキー場に向か
う。その途中、凍結した道路を約６０㎞／ｈで走行中に路面に雪塊を認めたので、ハンド
ルを切り避けようとしたところ、後輪が滑り次いで車両全体が滑って、反対車線の防雪の
支柱に車両前部が衝突し、その衝撃で元の車線に弾かれ、コンクリート壁に車両後部が衝
突して停車する。最初の衝撃で運転席の後部座席に乗車していた乗客１名がフロントガラ

、 、 。スまで飛び出し 頭部を打撲し重傷を負い 運転者及び他の乗客も打撲等の軽傷を負った

種 別 ・ 形 状 普通・アンダーフロア
乗 車 定 員 ２９名
当時の乗車人員 ３名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策
運転者 運転者 運転者

・当該道路を毎日運行し ・運転技術の習熟を図る。特に道
・ハンドル操作等 て慣れていたが、道路状 路凍結時等のハンドル、ブレーキ
の運転操作不適切 況の確認及び予測を誤り の使用方法の習熟

安易な運転操作となった ・安全速度の遵守。
・乗客に対しシートベルト着用の
働きかけ

運行管理

乗客 運行管理・運行指示時に道路凍結
によるスリップ事故が予

・シートベルトの 想されるのに注意喚起を 運転者に対し、輸送の安全確保に
未着用 行っていない 。 ついて適切な指導監督の実施。

・道路凍結時の運転方法の指導・運転技術の向上及び危
険予知に関する安全指導 運行経路の調査・運行指示の徹底

・運行経路の調査を確実に行うこと。を行っていない。
・運行指示を確実に行い、運行経路に

。おける危険箇所を的確に指示すること

適性診断結果に基づく助言指導の
実施
・適性診断結果に基づく助言指導を実

施する。


